
　
近
年
、
い
わ
ゆ
る
核
家
族
に
加
え
、

単
親
家
庭
、
高
齢
者
夫
婦
、
あ
る
い

は
高
齢
者
や
若
者
の
独
り
居
ま
い
な

ど
、
家
族
形
態
の
多
様
化
、
少
人
数

化
か
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
宅
内
個
室
や
二
世
帯
住
宅
な
ど
、

家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

生
活
ス
タ
イ
ル
を
尊
重
す
る
暮
ら
し

方
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
は
、
従
来
は
人
々
の
生
活
の
基

礎
単
位
で
あ
っ
た
家
庭
（
家
族
）
の

機
能
が
変
化
し
、
家
庭
か
ら
個
人
へ

と
生
活
の
重
点
が
移
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
え

　
こ
の
よ
う
に
、
都
市
に
暮
ら
す
人
々

は
、
個
人
の
自
由
な
時
間
を
大
切
に

し
、
自
分
な
り
の
”
も
の
”
や
サ
ー

ビ
ス
に
こ
だ
わ
り
、
暮
ら
し
に
自
分

ら
し
さ
を
追
求
す
る
個
人
主
体
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
志
向
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
生
活
の
豊
か
さ
を

実
感
す
る
指
標
も
従
来
の
量
的
、
物

質
的
な
充
足
か
ら
「
生
活
の
質
」
の

向
上
へ
と
移
り
、
ハ
ー
ド
よ
り
も
ソ

フ
ト
、
ミ
ニ
マ
ム
よ
り
も
個
性
、
多

様
性
、
選
択
性
な
ど
が
よ
り
重
視
さ

れ
て
き
て
い
る
。
今
や
、
都
市
は
、

こ
の
よ
う
な
個
性
的
な
生
き
方
を
追

い
求
め
る
多
様
な
市
民
の
多
様
な
生

活
を
支
え
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
様
性
こ

そ
が
都
市
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

ま
た
活
力
の
源
と
な
っ
て
い
る
と
い

え
る
が
、
逆
に
、
都
市
行
政
に
と
っ

て
は
、
そ
の
真
の
実
力
が
問
わ
れ
る

新
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　
本
書
で
は
、
こ
う
し
た
都
市
環
境

の
変
化
を
分
析
し
、
「
都
市
の
個
性

的
な
魅
力
度
の
高
さ
が
都
市
発
展
の

駆
動
力
と
な
る
”
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン

の
都
市
社
会
”
」
を
迎
え
、
ま
ち
づ

く
り
の
内
容
を
市
民
や
自
治
体
の
創

意
と
責
任
で
決
定
、
実
行
す
る
こ
と

が
不
可
欠
な
「
分
権
化
時
代
」
に
あ

る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
住
み
よ

い
都
市
の
形
成
は
、
都
市
行
政
の

「
創
造
性
に
富
ん
だ
都
市
政
策
の
形

成
と
そ
の
実
現
能
力
に
」
か
か
っ
て

い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
パ
ワ
ー
の
源

は
市
民
や
職
員
の
「
知
力
」
か
ら
生

み
だ
さ
れ
る
「
Λ
知
識
・
情
報
Ｖ
と

い
う
知
的
経
営
資
源
」
に
あ
る
と
し

て
、
都
市
自
治
体
は
「
自
己
革
新
」

（
「
知
的
革
新
」
）
を
迫
ら
れ
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
今
後
の
都
市
政
策
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
都
市
に
お
け
る

「
生
活
の
質
」
、
「
環
境
の
質
」
の
向

上
が
基
本
課
題
と
な
る
が
、
こ
の
た

め
の
「
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
（
戦
略
）
」

と
し
て
、
「
個
性
化
」
－
都
市
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、
「
デ
ザ

イ
ン
化
」
－
生
活
美
、
都
市
美
、
経

営
美
（
行
政
文
化
）
の
創
造
、
「
感

性
化
」
ｌ
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
演
出
、

「
多
様
化
」
－
自
由
で
選
択
の
幅
の

広
い
都
市
の
形
成
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
」
－
多
様
な
資
源
、
機
能
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
融
合
、
「
適
正
技
術
化
」

－
分
権
化
と
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
技

術
（
手
法
）
の
開
発
の
六
つ
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
都
市
社
会

と
都
市
政
策
の
変
化
に
対
応
す
る
新

た
な
都
市
行
政
の
姿
を
指
し
示
し
て
、

Λ
効
率
性
Ｖ
、
Λ
創
造
性
Ｖ
、
∧
自

律
性
Ｖ
を
行
動
原
理
と
し
、
「
政
策

主
導
型
」
「
知
的
生
産
型
」
を
基
調

と
し
た
「
新
世
代
の
都
市
行
政
」
を

提
案
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
よ
り
具

体
的
に
地
方
自
治
シ
ス
テ
ム
の
革
新

方
向
、
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
、
そ
し
て
「
住
民
の
・
住
民
に

よ
る
・
住
民
の
た
め
の
行
政
」
、
「
柔

構
造
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
行
政
」
、

「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
志
向
型
の
行
政
」
、

「
能
動
的
責
任
型
の
行
政
」
の
四
つ

の
行
政
ス
タ
イ
ル
を
柱
と
し
た
新
し

い
都
市
行
政
の
具
体
像
を
提
示
し
て

い
る
。

　
最
後
に
、
新
し
い
都
市
行
政
の
姿

を
具
現
し
て
、
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
（
知
力
）
」
、
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス

（
動
態
力
）
」
、
「
マ
イ
ン
ド
（
志
）
」

の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
へ
の
挑
戦
と

い
う
視
点
か
ら
、
企
画
、
財
政
等
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
あ
り
方
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
政
策
化
の
手
法
、
行

政
組
織
や
そ
の
運
営
シ
ス
テ
ム
の
あ

り
方
、
職
員
の
個
性
を
尊
重
す
る
Λ

個
活
Ｖ
主
義
や
能
力
主
義
の
人
事
戦

略
、
「
生
活
者
の
発
想
と
知
性
豊
か

な
組
織
文
化
」
の
創
造
な
ど
を
、
具

体
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
単
な
る

　
”
あ
る
べ
き
論
”
に
終
始
す
る
こ
と

な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
実
務
に
直
結
す

る
有
効
な
提
言
を
数
多
く
含
ん
で
お

り
、
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
都
市
社
会
の
変
容
に

都
市
行
政
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
っ
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
悩
み
に

一
つ
の
答
え
を
示
唆
し
て
く
れ
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

　
今
、
都
市
は
、
そ
の
個
性
や
魅
力

が
問
わ
れ
る
。
ポ
ス
ト
・
ミ
ニ
マ
ム
”

の
時
代
を
迎
え
、
都
市
行
政
に
も
新

た
な
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
の
知
恵
と
創
意
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

∧
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